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　　公立保育園の昼食で、６月２１日～２８日のうち５日間で残食調査を実施しました。

　主食以外の献立について、３歳以上児の子どもたちがどのくらい食べているかを調べる

　ため、給食室で献立ごとの残量を計測しました。公立保育園４園の平均の結果は次のと

　おりです。
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－残食調査の結果より－

※５日間を通してあまり残食は見られず、すべての献立で10％を下回りました。
※比較的残食が多かったのは野菜中心の献立でした。

※「野菜のおからあんかけ」は見た目で苦手とする子どもが多かったものの、しっかりした味付

けのため、一口食べてみると食べ進んでいく傾向がみられました。チャンプルーは豆腐・にら・

しめじと子どもたちが苦手とする食材を使用しているためか、５日間で一番残食がありました。

※今後も引き続き、必要な栄養価を満たしながら、子どもが美味しく楽しく食べられる給食の

提供を心掛けていきます。



　　　いざという時に、おうちの備蓄は大丈夫ですか？ご家庭での「非常時の食の備え」に

　　ついて見直してみましょう。

　◎非常用の食料といえども、組み合わせができるようにしておくと、バランス良く飽きずに食べられます。

　　主食・主菜・副菜を上手に組み合わせ、栄養が偏らないようにできると良いですね。

　※衛生面にも気をつけましょう！！

　　 ・食事の準備又は食事の前には、ウエットティッシュなどで手を拭きましょう。

　　 ・生水は飲まないようにしましよう。

  　 ・おにぎりなどの食品は素手で扱わずに、ラップなどを利用しましょう。

　　 ・缶詰やレトルトパックは、開けたら早めに使い切りましょう。

災害時の食の備え

１．家族の人数に応じ

て、飲料水や食料を備

えていますか？

備蓄食品の保存場所

は、取り出しやすい場

所で、家族の目につき

やすい場所に置きま

しょう。

２．「一人分ずつの

備蓄」を準備してい

ますか？その他に

「台所の備蓄」とし

て予備の飲料やレト

ルト・缶詰・乾物な

ど、日持ちのするも

のを準備すると良い

でしょう。

３．消費期限を確認

し、定期的に入れ替

えをしていますか？

防災の日など入れ替

え日を年１～２回決

めておきましょう。

４．赤ちゃんやお年寄

りなど、家族に合わせ

た食品を準備していま

すか？

粉ミルクや離乳食、食

べやすい食品、アレル

ギー用の食品などを準

備しておくと良いで

しょう。

５．栄養のバランス

を考えた組み合わせ

ができるものを揃え

ていますか？

普段から食べ慣れて

いるもので日持ちの

する、家族の好みの

ものを多めにストッ

クしましょう。

６．普段から食品を

上手に買い置きして

いますか？

非常時の備蓄にも利

用できる、レトルト

食品や缶詰、野菜

ジュースなどが良い

でしょう。


